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して男性 6.2％、「学内保育所の設置・拡充」は、女性が 10.2％、男性が 17.0％
であり、男性の方が育児支援を必要と考えていた結果となった（その他の詳細な集
計結果とその分析については、報告書『大学における男女共同参画についてのアンケート





















調査期間は 2013 年 11 月 26 日～12 月 9 日までであった。回答のあったメール
アドレスに対して電子メールで質問紙を送付し、回収はメール及び FAX で行っ





を行い、得られた頻出名詞及び頻出サ変名詞上位 60 語を用いてネットワーク化 
 
図 1 必要な支援策に対する自由記述から得られた共起ネットワーク図 
 





























図 2 女性教員の採用昇進に学部・学群間の格差があるか 
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学部生→修士課程
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ある ない わからない 無回答
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図 6 学内における仕事と生活を両立するための支援制度 
 

























































図 8 利用しやすかった／利用しにくかった支援制度 
 
これらの支援制度以外に、仕事と生活を両立させるために、何が必要だと思うか
を 3 件までの複数回答で求めたところ、図 9 の結果となった。 
 








































































































































































本調査は第 1 次調査の追跡調査でもあるため、第 1 次調査のデータとのひも付
けが困難なものを除く 95 件については、性別、現在の職位（教授、准教授、講師、
助教など）、年代などの属性別のクロス集計を行うことが可能である。今後、状況
や立場に応じた支援策を検討し、現場で求められている支援策とその課題を提示
できるよう、さらに分析を進める予定である。 
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